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若手教師を育てる 

    小島 宏

 若手教師の育成は、今や学校経営の重点の一つで

ある。以下のことに配慮し、人材育成の一環として、

先輩教師のかかわり方や若手教師の学び方を調整・

指導・管理していくことが肝要である。 

教育的愛情を強調する 

Ａ小学校２年１組担任のＢ先生は、教職２年目で

あるが、小１プロブレムと言われた数人の児童の指

導を見事に進め、学級経営や授業が落ち着いている。

Ｂ先生は学級の児童を心から可愛がり、児童たちは

いつも先生にまつわりついている。その一方で、Ｃ

小学校３年２組担任のＤ先生も教職２年目だが、あ

の子たちがいなければ楽なのにと事あるごとに愚痴

をこぼしている。この違いはどこから来たのだろう

か。多分、児童に対する教育的愛情の深さであろう。 

研修計画を立てる 

新規採用及び若手教師の身に付けるべき「基礎基

本の知識・技能の研修計画の作成」即ち学ぶべき全

体像を明確にする。その上で、主たる指導教員を中

心に、学校として組織的に指導を進めたい。 

ＯＪＴ風に指導する 

教育委員会の座学中心の研修と、それを児童生徒

の生きた動きに対応して具体化する校内におけるＯ

ＪＴ研修の調和を図ることが重要である。 

その際、学校の基本方針と小中学校の一貫性、学

級経営、学習ルールと生活規律の確立、生徒指導、

考える授業・分かる授業を展開するための指導技術

などを具体的に指導することがポイントとなる。 

〈観察し教える〉高邁な理屈を言っても始まらない。

当該教師の授業を観察し、事実に基づいて授業展

開、板書や発問の機能や仕方などを具体的に指導

する。 

〈見せる〉先輩教師の教科の授業を参観させ、学び

取らせることも効果的である。言語活動や体験活

動の充実など難しい事柄も、実際に、先輩教師の

指導ぶりを見せれば学び取らせることができる。 

〈実際にさせる〉指導と評価の一体化（課題に対す

る反応の見取りと適切な支援）などについて、あ

る程度基本を指導してから、実際にさせ、その状

況に応じて具体的に指導すると効果的である。 

肯定的評価で伸ばす 

経験不足による不十分さは、当然で、責めやボヤ

キの材料にしてはならない。若手教師にも児童生徒

と同様に肯定的評価を励行したいものである。 

〈進歩を認めてほめる〉指導したことについて、完

璧さより進歩した部分を見つけ、認め、ほめ、成

長を自覚させて意欲を高めるようにしたい。 

〈注文もつける〉しかし、もっとよくなるように、

若干の注文を簡潔につけ、研修を促す必要がある。 

自ら学び取ることを奨励する 

学校が若手教師の指導を組織的に進める一方で、

自発的・主体的研修を奨励することも重要である。 

〈学び方を指導する〉教材研究、教育情報の収集と

活用については、研究の仕方や収集の仕方の基本

を指導し、そのあとは、自分ですることを奨励し、

時折確認し、励ますようにする。 

〈先輩から学び取らせる〉自ら先輩教師に質問した

り相談したりして、学び取らせるようにする。こ

れは、若手教師を悩みや困難な中で孤立させない

ためにも重要なことである 

〈週案を活用させる〉若手教師に特別な自主研修を

求めるのは酷である。週案による学級経営と教科

指導等に合わせて、当面、必要なことを中心に学

ばせ、余裕があれば徐々に広げさせるようにする。 

《参考文献》『新編学級経営読本』教育開発研究所、『ハ

ンドブック学級経営の悩み相談』教育出版。 

（こじま・ひろし＝一般財団法人教育調査研究所研究部長） 
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